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関係

標

部署（健康課、高齢福

事

祉課）と連携し、「平

業

塚市国民健康保険特定

の

健康診査・特定保健指

概

導実施計画」を策定し

要

たことによ
り、平成２０年度から実施する特定健診・特定保健指導の準備を行うことができた。
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康診査・特定保健指導
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メタボリッ
クシンドロ
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を減少させる。
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国民健康保険特定健康

め

診査・特定保健指導実

る

施計画の目標値に近づ

方

けるため、平成２０年

策

度に実施した事業の評

業

価を行い
、より効果の

有

ある実施方法の検討を

効

行う。

　「高齢者の医

性

療の確保に関する法律

継

」により、保険者
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続

）による生活習慣病に
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着目した健診・保健指

よ
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今後に向けた課題の分析
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